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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 本日17:30　法人研修あります。５分前の会場入りをして下さい。

· 定期採血実施中ですが、後片付け、針などの危険物の扱いには十分気を付け、引き続き安全に採血を行ないましょう。

· 入院があった際インテークに入ったスタッフは、はまなす会だよりも希望するか確認して下さい。

· 三上　幸宏様～10/7(金)14:00～心理・知能検査予定です。

· 清川　厚子様～主治医の意向もあり、本日、青山荘の申し込みをしています。折り返し、青山荘より、病棟へ返事がきます。

· 高間木　八男様～本日より、リハビリテーションプログラムと作業療法が再開されます。グループは Ａグループです。

＜心理より＞

· 中村　瞳様～意味の理解を求められるものや、相手の意図や全体の流れを汲み取って行なう事は難しいと考えられます。また、その場に適切な応答がどれであるか見極める事や、注意の集中や、難しい作業(間違いを見つける事や探す事)は困難ですが、眼で見て組み合わせるなどの単純作業は時間を掛け行なう事は可能です。よって作業では、出来る範囲で試行錯誤を繰り返し行う事が望ましいと思われます。また、疾病教室などでは、意味の理解を促す事より、短い時間で端的に伝える事が必要です。本人様が理解を示していない時は、本人様の理解できる言葉で繰り返し伝え、徐々に認識して頂く事が望ましいです。

· 板橋　雅勝様～回答に自信が無いのか声が小さくし語尾をうやむやに話す事が多いです。検査者が繰り返し聞き返すと「もういい」と話されています。検査が終えると趣味のカメラの

話しを始め「俺は四次元を捉える事が出来る」とそれまでには無い大きな声で話され、「こんな突拍子も無い事言うからおかしくなったと思われてこんなとこにいるんだな」と自嘲気味に話されています。世の中に対する関心が伺えますが、社会規範や社会常識が身についておらず、人間の心理や行動などについて理解するのは、苦手でありSST等で対人交流の訓練する必要性があります。
＜隔離室使用患者様について＞
・畑中　成夫様～昨日から本日の午前に掛け、退室時間中の衝動行為はありません。表情の険しさもありません。本日の入浴の際、衝動行為はありませんがズボンを脱ぐ際
　　　　　　　　よろめく事あります。表情は良く、その旨本人様に伝えると、笑顔を返されています。　　　　　

↓

　　　　　　　　衝動行為はいつ起きるか分からないという事を引き続き、頭に入れ介入していきましょう。また、良い所は良いとはっきり伝え評価していきましょう。

＜三上　幸宏様退院療養計画検討＞
	
	
	
	
	
	

	病棟　
	三上　幸宏　様（23歳）
	入　院　日
	平成17年9月30日

	
	
	退院予定日
	平成17年10月8日

	主　病　名
	　　　人格障害
	合　併　症
	　

	主　治　医
	　　　安ヶ平　忠也
	担当NS　　
	　　田中　裕子
	担当SW
	　柳沢　沙季子


	その他の出席者
	　

	検　討　日
	平成17年10月6日
	退院療養検討会議・症例検討会議・病棟カンファレンス

	本人の意向と治療意思（看護）
	自宅への退院

	家族の意向と受け入れ態勢（看護・SW）
	家族の受け入れ態勢は整っているが、退院後、家族との衝突の恐れがあり、今後の生活への不安はある様子

	医師の治療方針
	定期的な外来通院と、服薬が確実に出来る事

	利用できる社会資源（SW）
	なし

	日常生活レベルでの援助の必要性（看護・OT・心理）
	今回は、家族から離れた時間を入院によって作る事が出来たが、自宅での家族とのやりとりが円滑に営めるか、また、何かの際には病院に本人、家族が相談出来る体制を作っておく事が必要

	社会生活上の問題点（看護・SW）
	・就労するが長続きしない
・人間関係が円滑に進まない
・対処能力の未熟さから、暴力(物に当たる)の恐れあり

	服薬の認識（看護・薬局）
	本人：「薬は大事だよ」と話すが、自宅では怠薬をしていた事がある。

	　
	家族：(不明)

	期待されるゴール
	問題行動無く自宅で生活できる

	今後必要とされるリハビリテーション
	特に無し

	退院可能時期及び退院に必要とされる条件
	家族の受け入れ態勢

	備考（継続すべき検討事項及び特記事項）
	特に無し


＜青仁会ふれあい秋祭りに向けての確認事項＞
・当日の服装ですが、誘導につくスタッフは上着は、白のTシャツかトレーナー、但し派手な柄の物は控えてください。ズボンは黒のジャ-ジかそれ以外の物にして下さい。ジーパンは不可です。患者様ですが、清潔感のある服装で参加して下さい。一般のお客様も来られますので、派手な衣類は控えてください。

· 院内からメモリアルホールへ行く場合は、外靴を持参して下さい。下駄箱もありますが、お客様優先とさせて頂きますので、ビニール袋を持参して下さい。
・チケットの配布についてですが、すでに病棟へ届いていますが、紛失する事も十分考えられますので、当日の朝、患者様へ配布致します。
・当日の飲食ですが、患者様の飲食は会場の所定の休憩所か、病棟で召し上がって頂いて下さい。メモリアルホール内での飲食は禁止とさせて頂きます。また、スタッフですが、当日の購入は・可能ですが、飲食される場合は、普段の休憩所(４Ｆユーティリティ)でお願い致します。
・当日のタイムスケジュール(祭り参加時間)

10:30誘導準備・開始(Ａ・Ｃユニット)
　　11:00祭り見学
　　11:30帰棟
　　12:00昼食
　　13:00カンファレンス
　　13:30誘導準備・開始(Ｂ・Ｄユニット)
　　14：00祭り見学
　　15：30帰棟
・当日の役割分担
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	付き添いスタッフ
	　　　4G
	付き添いスタッフ

	古舘　正行　　様
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	田村　　喜七　様
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	5G
	付き添いスタッフ
	6G
	付き添いスタッフ

	鳴瀬　　裕之　様
	工藤
	清川　厚子　様
	村舘

	豊巻　　薫　様
	田村(直)
	若松　澄子　様
	小松

	　坂　　　貢　様
	　
	佐々木　香　様
	　

	
	
	中村　瞳様
	　

	
	
	
	

	7G
	付き添いスタッフ

	田中　秀昌様
	北城

	大坂　　健冶　様
	柳澤

	菅原　典克様
	　














